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で、農地集積の加速化、農業の高付加価値化のための
大型機械体系に対応した効率的な飼料生産基盤の整備
を支援する。また、予算要求額 70 億円の「飼料生産
型酪農経営支援事業」では、環境負荷軽減に取り組み
つつ、飼料の二期作・二毛作等を行う酪農家や輸入粗
飼料の使用量を削減して飼料作付面積を拡大する酪農
家を支援する。

　三つ目の畜産・酪農経営安定対策（表③参照）では、
畜種ごとの特性に応じて、畜産・酪農経営の安定を支
援することにより、意欲ある生産者が経営を継続し、
その発展に取り組める環境を整備する。主な事業とし
ては、加工原料乳（脱脂粉乳・バター等向け及びチー
ズ向け生乳）の生産者補給金に所要額 311 億円を計上
した。また、生産者団体が乳製品を製造し、適時に放
出する取組や、不需要期の乳製品需要を創出する取組
を支援する「国産乳製品供給安定対策事業」に５億円
を予算要求した。

　農林水産省では、農家戸数、飼養頭数の減少といっ
た畜産・酪農における生産基盤の弱体化が懸念される
中、酪肉近代化基本方針等を踏まえ、①収益性向上や
生産基盤の維持・拡大のための競争力向上、②輸入飼
料依存から脱却するための自給飼料生産拡大、③経営
安定のためのセーフティネットの「３つの柱」を重点
的に実施することとし、そのために必要な予算を要求
したとしている。

　一つ目の畜産・酪農の競争力向上策（表①参照）で
は、収益性向上や生産基盤の維持・拡大のため、高収
益畜産への転換、生産性の向上、畜産環境問題への対
策を進めることにより、競争力の向上を図る。主な事
業は、予算要求額 350 億円の「畜産収益力強化対策」で、
畜産クラスター計画に位置付けられた地域の中心的な
経営体（畜産農家、新規参入者、飼料生産組織）が行
う収益性向上、畜産環境問題への対応に必要な機械の
リース整備、施設整備、家畜の導入を支援する。また、
予算要求額 20 億円の「畜産・酪農生産力強化対策事
業」では、和牛の生産拡大と生乳供給力の向上に資す
る和牛受精卵移植・性判別精液の活用や関係機器の整
備、肉用牛の繁殖向上のための新たな取組（発情発見
装置の導入等）を支援する。

　二つ目の自給飼料の生産拡大策（表②参照）では、
輸入飼料依存から脱却するため、生産性向上のための
草地改良、飼料生産組織の機能の高度化、濃厚飼料原
料（イアコーン等）の増産、エコフィードの増産等に
より、国産飼料に立脚した畜産への転換を図る。主な
事業は、予算要求額 85 億円の「草地関連基盤整備事業」
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　農林水産省は８月 31 日、平成 28 年度農林水産関係予算の概算要求を発表した。総額は 27 年度当初予算
比 14.8％増の２兆 6,497 億円、畜産・酪農関係については総額 2,335 億円で、大幅増額した 27 年度当初
予算を 238 億円上回る規模となっている。


